６　健康づくり・生活習慣病予防
６－１　健康増進事業の概要
    平成19年度までは老人保健法に基づく保健事業が実施されていましたが、平成20年度からは高齢者の医療の確保に関する法律が施行され、医療保険者に40歳～74歳までの被保険者及び被扶養者に対する生活習慣病予防に着目した特定健康診査・特定保健指導の実施が義務付けられました。それに伴い、高齢者の医療の確保に関する法律に定められたもの以外の保健事業は、健康増進法に基づく健康増進事業として、引き続き市町村が実施しています。
当該市町村の区域内に居住地を有する40歳以上の者に対して行われます（事業の種類により、対象者年齢が一部異なります）。詳しくは、各市町村の保健担当課で確認が必要となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（県担当課：健康課）
	健康増進事業の種類
	対　　象　　者
	内　　　　　　　容
	実施場所

	健康手帳の
交付
	当該市町村の区域内に住所を有する40歳以上の者
	· 特定健診・保健指導の記録

· 健康教育、健康相談、訪問指導及び健康増進法第19条の２に基づく健康増進事業の記録
· 生活習慣病の予防及び健康保持のための知識

· 医療に関する記録等必要と認められる事項
· 女性の健康づくりに関する事項（地域の実情に応じて）
	市町村保健センター

市町村庁舎等

	健　　康　　教　　育
	· 集団健康教育
· 個別健康教育

	・40歳から64歳までの者、
　必要に応じ、その家族
· 40歳から64歳までの者で特定健康診査等各検査結果の値等が、定められた基準に該当する者
例）血圧

収縮期130～140mmHg未満

/拡張期90mmHg未満　等
（特定保健指導の対象者や治療中の者等を除く）
	· 健康教室、講演会等により、以下の健康教育を行う
· 一般健康教育

· 歯周疾患健康教育

· ロコモティブシンドローム（運動器症候群）健康教育
· 慢性閉塞性肺疾患（COPD）健康教育
· 病態別健康教育
· 薬健康教育
· 個人の生活習慣等を具体的に把握しながら、継続的に個別に健康教育を行う
· 高血圧個別健康教育
· 脂質異常症個別健康教育
· 糖尿病個別健康教育
· 喫煙者個別健康教育

	市町村保健センター
医療機関等

	健　康　相　談
	・重点健康相談
· 総合健康相談

	40歳から64歳までの者、
必要に応じ、その家族等
	○幅広く相談できる窓口を開設し、以下の健康相談を行う
· 高血圧・脂質異常症・糖尿病・歯周疾患・骨粗鬆症
· 病態別（肥満、心臓病等）・女性の健康
○対象者の心身の健康に関する一般的な事項に関する
指導、助言
	市町村保健センター
　　　　　　　　等

	訪問指導
	40歳から64歳までの者で、

その心身の状況、その置か

れている環境等に照らし

て療養上の保健指導が必

要であると認められる者
	· 家庭における療養方法等に関する指導
· 介護を要する状態になることの予防に関する指導
· 家庭における機能訓練方法、住宅改造、福祉用具の使用に関する指導
· 家族介護を担う者の健康管理に関する指導
· 生活習慣病の予防に関する指導
· 関係諸制度の活用方法等に関する指導
· 認知症に対する正しい知識等に関する指導

· その他健康管理上必要と認められる指導
	対象者の居宅

	歯周疾患検診
	20、30、40、50、60、70歳の者
	· 検診項目
・問診、歯周組織検査
	医療機関等

	骨粗鬆症検診
	40、45、50、55、60、65、70歳の女性
	· 検診項目
・問診、骨量測定
	医療機関等


	健康増進事業の種類
	対　　象　　者
	内　　　　　　　容
	実施場所

	肝 炎 ウ イ ル ス 検 診
	・節目検診
・節目外検診
	当該年度において満40歳となる者

· 当該年度において満41歳以上となる者で、過去に当該肝炎ウイルス検診に相当する検診を受けたことがなく、かつ本検診を希望する者

・特定健康診査に相当する健康診査において肝機能検査に異常がみられた者で、かつ本検診を希望する者　等
	· C型肝炎ウイルス検査

・HCV抗体検査

・HCV抗体の検出(省略可能)
・HCV核酸増幅検査（必要な者のみ）

○HBs抗原検査
	市町村保健センター

医療機関等

	健　　康　　診　　査
	・健康診査

· 訪問健康診査

・介護家族訪問

健康診査


	医療保険加入者でない40歳

以上の者

· 40歳以上の寝たきり者等

・40歳以上で家族等の介護を担う者等
	特定健康診査の検査項目に準ずる

○必須項目
· 既往歴等の調査・身体計測（身長、体重、腹囲、BMI）

· 血圧測定・血中脂質検査（中性脂肪、HDLコレステール、LDLコレステロール）・肝機能検査（ＧＯＴ、ＧＰＴ、
ｒ－ＧＴＰ）・血糖検査・尿検査（糖、蛋白）

· 詳細な健診項目〔医師の判断に基づき実施〕

・貧血検査（赤血球数、ヘモグロビン値、ヘマトクリット値）・心電図検査・眼底検査・血清クレアチニン
· 健康診査の検査項目に準ずる
· 健康診査の検査項目に準ずる


	市町村保健センター
医療機関等

	保健指導
	健康診査の結果により健康

の保持に努める必要がある

者（腹囲又はBMIの値と、血

圧・血中脂質検査・血糖検

査の結果が、基準に該当す

る者）
	特定保健指導に準ずる

動機付け支援又は積極的支援
	市町村保健センター
医療機関等

	が　ん　検　診　※
	・胃がん検診
· 子宮頸がん検診
· 肺がん検診
· 乳がん検診

· 大腸がん検診

· 総合がん検診


	· 50歳以上の者
当分の間、胃部エックス線検査に関しては40歳以上に実施も可
· 20歳以上の女性
· 40歳以上の者
· 40歳以上の女性
· 40歳以上の者

・40歳及び50歳の者
	· 検診項目　問診、胃部エックス線検査、胃内視鏡検査
· 検診項目　問診、視診、子宮頸部の細胞診、内診
· 検診項目　質問（問診）、胸部エックス線検査、喀痰細胞診

· 検診項目　質問（問診）、乳房エックス線検査

· 検診項目　問診、便潜血検査
· 上記５つのがん検診を同時に実施


	市町村保健センター
医療機関等


※がん検診については、平成28年4月1日より適用
71
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


